
令和７年度(２０２５年度) 

         平塚市立春日野中学校グランドデザイン 

【中・長期的目標】 

        １０年後、２０年後の子どもたちを見すえた教育を！ 
         

 

 

    
 

 

 

 

 

    

    

    

    

            

 

               
 

                    【短期的目標】（令和７年度に実現することを基本にします。） 

本年度の重点   

生徒実践目標  《①あいさつができる ②人の話を見る ③時間を守る ④授業に真剣に取り組む ⑤花のあるきれいな学校 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目標達成に向けての具体的な取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＬＡＮ 

学校教育目標 

思いやりの心と、自主・自律の精神に充ちた心身ともに健全な生徒を育成する 

（１）  自ら考え、自ら学び、実践する生徒 

 （２）  豊かな人間性と社会性のある生徒 

（３）  健やかな心身を持つ生徒 

（４） 夢と希望を持ち未来を切り拓こうとする生徒  

ACTION 

ＣＨＥＣＫ 

①学校評価 

②全国学力・学習状況調査 

③学校運営協議会・ＰＴＡ 

教 育 方 針 
    知･徳･体のバランスの取れたカリキュラムマネジメントに取り組み、 

生徒一人ひとりの「生きる力」をはぐくみます。 
        

（１）確かな学力の向上を図るための授業と評価を行います。 

     （２）全ての教育活動を通して、豊かな人間性と社会性をはぐくみます。 

    （３）体力づくりと教育相談の充実を図り、健やかな心身の成長を支えます。   

    （４）家庭･地域との連携を密にし、開かれた学校づくりに努めます。 

Ｄ Ｏ 

【健康安全・管理渉外部】 

（１）生徒の安心・安全・健康を守る教

育を推進する。 

（２）いのちを守る防災教育と対策の充

実を図る。 

（３）環境整備への迅速な対応をする。 

（４）交通安全意識の向上に努める。 

（５）学校評価アンケートで、教育活動

の充実化を図る。 

 

【生徒指導・生徒支援部】 
（１）基本的な生活習慣を身につけた生徒の育成を 

目指す。チャイム着席帰りの学活をチャイム 

で開始できるようにする。 

（２）生徒を支援するために組織的な支援体制を維 

持、効率化させる。支援ミーティングを活性 

化し、ケース会議、生徒支援、いじめ・不登 

校対策を迅速に行う。生徒指導記録のデータ 

化 と 分掌の担当を見直し精選する。 

（３）特色ある学校行事を通じて生徒の自己有用感を 

育むとともに、他を思いやる生徒を育成す 

る。地域と連携したキャリア教育（職場体 

験）と生徒会主催の行事を充実させる。 

【教務・学習部】 

１．道徳教育における生徒が分かりやすい授業展開について研究を行う。

（学校研究より） 

２．教科における主体的な学習活動の確立と基礎･基本の定着を目指した授

業改善を行う。 

３．福祉教育を通して、思いやりの心・生命尊重の心を育成する。 

４．総合的な学習を通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考

えていく資質・能力の育成をする。 

５．国際教育、人権教育、図書館教育を計画的に推進する。 

部活動 ＰＴＡ活動 《関係機関との連携》 

 ■情報交換 
 ■ふれあい事業 
 ■ボランティア 

《学校研究（校内研修）》 

研究テーマ： 

道徳教育の改善・充実 

～ 導入・発問・共有  

授業スタイルの確立 ～ 

 

《総合的な学習の時間》 

１年・職業について学ぶ 

２年・福祉について学ぶ 

３年・進路について考える 

１～３年：校外学習・修学旅行 

１年横浜 ２年東京 校外学習 

３年 関西方面 修学旅行 

学年ごとにテーマ設定 

《教育課程編成》 

 
探究心や学びの意欲を高
める教育課程の編成 
 
①指導法の工夫改善 

②学習指導要領に則した

カリキュラム編成 

 

《情報発信》 

 ①自燈の鐘の発行 
 ②入学説明会  
 ③学年･学級便り・部会 
 ④評価説明会  

 ⑤平日土曜授業参観日 
⑥進路説明会   
⑦ちいき情報局   

春日野スローガン 

か・感謝する気持ち 

す・素直な心 

が・学習する習慣 

の・No challenge, 

 No changeの精神 


